






 

I.はじめに 

 過去において,われわれは胎帯血由来のα-Fetopro-tein(AFP)が,in vitro に

おいて細胞性免疫機能に対し抑制的に作用することを示した。すなわち,(1)リ

ンパ球の幼若化反応に対し,抗原無添加の場合も,抗原として PHA,Con A,あるい

は PWM を用いた場合も,AFP は抑制的に作用し,しかも,この抑制効果は 12ml と

いう低濃度で発揮されること,dose dependent に抑制効果が深まること,(2)リ

ンパ球の混合培養(MLC)に対してもdose dependentに抑制効果を示すこと,を明

らかにしてきた。 

 免疫機能の統御因子としての AFP の役割をさらに解明するために,以下の実

験をおこなった。 


